
関大トピックス

募集告知は、インフォメーションシステム「お知らせ」や学内掲示ポスターなどでお知らせ
しますので確認してください。

この時期、私が働いている教務センターにはたくさんの学生さんが相談に訪ね
てきて、それが、私の楽しみの一つでもあります。相談内容は実にさまざまですが、
中でも新入生の皆さんは「履修」に注意してください。大学は高校とは違い、自分で
時間割を組み立てます。皆さんにとってこれほど魅力的なことはないでしょう。ただ
しもちろんルールがあり、失敗すると卒業できなくなる、なんてこともあります。そ
うならないために、４月2日（火）、3日（水）に各学部で実施される履修ガイダンス（説

明会）を注意深く聞いてください。メモを取り、分からないことがあったら質問しま
しょう。また、すでにお持ちのHANDBOOK（青くて分厚い本）を読んで予習してお
けばより理解できます（私が学生の時分はHANDBOOKをバイブルのように持ち
歩き、読み込んだものです…）。
職員として、また一先輩として皆さんの手助けになれるよう、各種行事や窓口で

お会いできるのを心待ちにしています。

「この時期の楽しみ」　教務センター　大西航 さん

皆さんが入学式を迎えるころは、欧米の復活祭の時期に当たります。移動祭日であるため、毎年少し日にちがずれます（今年は3月31
日です）。キリストの復活を祝うのがこの祭りの目的ですが、一方で「うさぎ」や「卵」を使ったユニークな習俗も見られます。これらは、昔
から春がもたらす生命力の象徴でした。皆さんもまた、この春に関大生として生まれ変わります。自由で躍動感あふれる学生生活を楽し
んでください。（広報委員・文学部准教授　溝井裕一）

今月の表紙：河原舞さん（文4）、北野ことみさん（文4）、クリサノワ　サーシャさん（文4）、桑内かおりさん（文4）、小林ゆかさん（文4）、竹本悠子さん（文４）、天上育子さん（文4）、
中山亜利紗さん（文４）、久本恵さん（文４）、益原秀紀さん（文4）
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【働く関大人】機械業界／技術者

みんなで一緒に考えよう。【関大誌上教室】

株式会社クボタ 戸松祐介さん
【なるほど・ザ・関大！】
関西大学 入学式の歴史

【今月のシンクさんアクトくん 関大生の友の輪】
社会学部4年次生 木下優新さん

2013年度 新任教員紹介 新入生のためのお役立ちマップ 関西大学キャンパスガイド2013

「専門導入ゼミⅡ
  （国際教育コース）」

【VIVA!学び場】政策創造学部

権 南希准教授

あなたは海外に
行ったことがありますか？

知って便利な関大情報
楽しく実り豊かな
関大ライフを送るために

2月26日、高槻キャンパスにおいてK棟
（情報演習棟）が竣工しました。「情報演習
棟」は、延床面積4,547.17平方メートル、鉄
筋コンクリート造り地上3階地下1階塔屋建
てで、演習室57室、個人研究室3室、多目的
室1室のほか、キャリアセンター高槻分室、
保健室、心理相談室、学生の作品・研究成果
などの展示スペースを設置しました。
演習室の充実によって、専門演習（3年
次）から卒業研究（4年次）へと、2年間一貫
した演習指導が可能になります。また、バス
停から最寄りの入り口となる北棟地下１階
には、展示スペース「ギャラリー」を設けまし
た。ここでは、総合情報学部生が演習・実習
において最新鋭のスタジオ設備やメディア
機器を駆使して制作した映像作品やデジタ
ルコンテンツを、150インチの大型スクリー
ンに投影することが可能です。
学部開設20年目の節目に竣工した「情報
演習棟」は、キャンパスの新しい顔として、総
合情報学部の今後の飛躍のシンボルにな
ることが期待されます。

高槻キャンパス情報演習棟竣工 コラボレーションコモンズ開設
4月1日、千里山キャンパスの凜風館1階

に、「コラボレーションコモンズ」をオープン
します。同施設は文部科学省の私立大学教
育研究活性化設備整備事業に、凜風館1階
の学生ラウンジをコラボレーションラウンジ
として開設する案が採択されたものです。こ
れまでに同事業で採択された「広がれ！学生
自立型ピア・コミュニティ～関西大学で育む
21世紀型学生気質～」「〈考え、表現し、発信
する力〉を培うライティング／キャリア支援」
といった教育GPやボランティアセンターな
ど、関西大学独自の取り組みを集結させ、学
生同士のコラボレーションを誘発し、学生の
考動力を育成することを目指しています。
施設内には、ライティングのアドバイスが

受けられる「ライティングエリア」や、留学生
との交流や留学に関する情報を入手できる
「グローバルエリア」を設置。他にも「ピアエ
リア」「ボランティアエリア」「ラーニングエリ
ア」「ICTエリア」「コラボレーションエリア」「コ
モンズラウンジ」など、課外活動や授業外学
習のさまざまな場面で役立つ施設が充実し
ています。

ピア・コミュニティ

【募集期間】随時
【応募方法】下記まで問い合わせ
【問い合わせ先】
ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp

【募集期間】体験入部募集4/1（月）～30日（火）
【応募方法】下記まで問い合わせ
【問い合わせ先】ATルーム
kaisers_kuat@yahoo.co.jp
06-6368-1111(内線4685) 
平日11:00～19:00

【募集期間】4月上旬～5月上旬
【応募方法】4月上旬にインフォメーション
　　　　　システムに募集案内を掲載
【問い合わせ先】
入試センター入試広報グループ
nyushikoho@ml.kandai.jp

【募集期間】随時
【応募方法】下記まで問い合わせ
【問い合わせ先】
ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp

ボランティアセンター学生スタッフ
「ボランティアセンター職員と共にセン
ターの運営事業に携わり、学生目線から学
生のボランティア参加のきっかけづくりを
行う」という理念の下活動する団体です。
私たちと一緒に、ボランティア活動の魅力
を伝えてみませんか？

アスレティックトレーナー（AT）

入試広報スタッフ
高校生・保護者の大学見学時の対応

（キャンパス案内など）、オープンキャンパ
ス実施運営、入試広報冊子への取材協力
などを通して、関西大学の魅力を受験生に
広報してみませんか？

他にも、関西大学では、学内のさまざまな所で学生が活躍しています。

関大の

●授業支援SA（スチューデントアシスタント）、SA、TA
●障がいのある学生に対する修学支援スタッフ
●キャリアセンター学生スタッフ
●学生広報スタッフ　など

学生スタッフなど募集のお知らせ

学生が学生を支援する「ピア・サポート
活動」を、教職員のバックアップの下実践
する小集団で、現在8つのコミュニティが
あります。活動を通して、企画力や実行力
を養い、そして仲間と一緒に何かを達成す
る喜びを感じてみませんか？

体育会所属選手に対するスポーツ傷害
の応急処置・テーピング・ストレッチ・リハ
ビリ補助を行い、各部の練習・試合でのサ
ポートもしています。4月17日（水）・25日
（木）18時から入部説明会を開催しますの
で、興味のある方はご連絡ください。

広報課では、『関大通信』の表紙を飾ってくれる関大生を募集しています。個人でも、グループ（ゼミ・サークル・クラブなど）でもOK！
興味のある人は、学籍番号・氏名・携帯番号を【tsushin@ml.kandai.jp】まで送信してください。表紙モデル大募集！！

表紙モデル
大募集！！

詳しくは裏表紙へ

コラボレーションコモンズ イメージ図



楽しく実り豊かな関大ライフを送るために

先輩からのアドバイス

知って便利な関大情報

毎号、学年暦や季節に合わせたテーマでお届けする特集ページ。
今回は新入生の皆さんが関大での学生生活を過ごす上で、知っておきたい情報を厳選してお届けします。

この誌面を参考に、楽しく実り豊かな関大生活を送ってください。

大学生活はとにかく自分のやりたいことにチャレンジす
るのが大切だと思います。私は「大学生ならではの活動をし
たい！」と思っていたので、学園祭実行委員会に所属し、毎年
11月に開催される統一学園祭の運営に携わりました。普段
は同じ学部の友達同士で集まることが多く、他学部の学生
と話す機会が少ないのですが、学園祭実行委員会での活動
を通して、多くの学生と接することができ、学内でのネット
ワークも広がりました。新入生の皆さんも、大学生活のス
タートとともに、クラブ活動や学術研究会などの課外活動
に参加して、自分のやりたいことに打ち込んでみてはいか

がでしょうか。
また、アルバイトも大学生活において重要だと思います。
お金を稼ぐことの大変さやお金の大切さを学ぶこともでき
ますが、アルバイトを行うことによって、必ず何かのスキル
を身に付けることができます。私が行っている家電量販店
での商品仕分けのアルバイトも、2、3人のグループでの作
業が多く、この仕事を通して身に付けたコミュニケーション
能力は、就職活動で大きく役立っています。お金を稼ぐ手段
だけではなく、自分自身のスキルアップのチャンスだと捉え
ると、アルバイトも楽しく取り組めると思います！

ピア・コミュニティでは、学生が、同じ大学で学ぶ学
生を友人や仲間（＝ピア）として支援する「ピア・サ
ポート活動」を、教職員のバックアップの下実践して
います。関大には現在8つのコミュニティがあり、さ
まざまな角度から皆さんの支援をしています。

ピア・コミュニティ KUサポーターズでは、関大生になりたての皆さんのために「関大
生なんでもQ&A」ブースを設置します。落とし物をしたけれどどこへ行けばいいか分
からない、なんとなく不安があるなど、どんな相談でも結構です。困ったことがあれ
ば、一度「関大生なんでもQ&A」のブースを訪ねてみてください。

関大生なんでもQ&A
【日時】4月2日（火）～4月4日（木）9:00～17:00 【場所】総合学生会館 メディアパーク 凜風館前

 コミュニティ名 活動内容

ピア・コミュニティ運営本部 学生生活のあらゆる場面における悩みや不安などが少しでも解消できるようにサポートする
 コミュニティです。また、ピア・コミュニティ間における連携の中心的役割を担っています。
国際コミュニティ“KUブリッジ” 留学生への生活支援や学習支援、日本と諸外国との文化交流イベントなどを行っています。
ピア・スポーツコミュニティ 体を動かしながら関大生同士の「絆」を深める活動を行うコミュニティです。
ぴあかんず ピア・コミュニティの活動などを広報する「ぴあかんず」の編集・制作を行っています。
KUコアラ 学生が図書館を利用しやすくなるよう学生目線で活動するコミュニティです。
KUサポートプランナー（KUSP） 課外活動団体の発表や正課外教育プログラムなどの企画・運営を行うコミュニティです。
KUサポーターズ “仲間同士の助け合い”をキーワードに、学生生活の相談に応じるコミュニティです。
i.com 「Do IT！」を合言葉に、課外活動団体をITを活用してサポートするコミュニティです。

化学生命工学部4年次生
谷 洋佑さん

文学部4年次生
藤井 美帆さん

新入生の皆さん、入学式で配布された『かんだいLIFE』は
もう読みましたか？『かんだいLIFE』には、授業や課外活動
に関する情報だけでなく、大学生の飲酒事故やタバコの
リスク、学内外でのマナー、アルバイトの探し方など、皆さ
んが快適な学生生活、キャンパスライフが送れるよう、さ
まざまなアドバイスが掲載されています。『かんだい
LIFE』を読み、トラブルや事故を未然に防ぎましょう。

学生生活の心得
『かんだいLIFE』をチェックしよう！

●各種証明書、学生証
●インターネットを使いたい
●学内の相談窓口
●その他の厚生施設
●奨学金制度一覧
●課外活動について
●ボランティアセンターで新しいこと始めてみませんか？
●さまざまな「学び」を提供－正課外教育プログラムー
●学生教育研究災害傷害保険
●アルバイトを探したい
●キャンパスの交通問題
●マナーを守り、モラルの向上に努めよう
●悪質商法に気を付けよう！
●カルト団体に注意
●イッキ飲みは悔い残す！
●タバコのリスク
●薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」
●性感染症
●AED（自動体外式除細動器）
●海外へ行くときの健康知識
●近隣の医療機関
●火災・地震の際の行動
●平成25年度 年間予定

各キャンパス窓口でも配布していますので、
ぜひ手に取ってください。

入学時に配布された『HAND 
BOOK 大学要覧2013』は、関
大生必携の関大マニュアル！各
施設についての詳細や単位・試
験、学生生活について掲載され
ていますので、分からないこと
があれば確認してみましょう。
また、入学式で配布される各種
案内も必ず確認してください。

必携

Q．
A．

時間割ってどうやって決めたらいいの？

履修登録期間中にインフォメーションシステムから
登録します。

履修登録は各キャンパスでオープン利用できるパソコンの他、インターネット
につながるパソコンがあれば、自宅からでも登録できます。学部ごとの必修科
目や興味のある授業、取得したい資格などに応じて登録していきましょう。授
業内容はシラバスで確認できます。履修について分からないことがある場合
は、各キャンパスのオフィスや教務センターを訪ねてみてください。また、教務
センターでは履修登録期間中、学部ごとの相談窓口を開設しています。
履修相談窓口　【日時】　4月2日（火）～4月4日（木）　10:00～18:00

Q．
A．

課外活動や奨学金について教えてほしい！

学生センターを訪ねてみましょう。

Q．
A．

食堂ってどこにあるんですか？

各キャンパスに食堂やコンビニエンスストア、
購買店などがあります。 

自分のやりたいことにチャレンジしよう！

大学の授業の時間割は高校とは違い、自分自身で「履修
登録」を行い、授業を選択していきます。履修登録はweb
上で行うため、学内で行う場合は各キャンパスのPCが使用
できる施設を利用すると便利です。また千里山キャンパス
には、各学舎にもPCがオープン利用できる教室があり、こ
の教室は比較的空いているので、私はいつもこの教室を
使っています。
履修登録では自分が勉強したい興味のある授業を登録
すればよいと思いますが、外国語科目などの必修単位は

早め早めに取っていくようにしましょう。3、4年次生にな
ると、就職活動や卒業論文の作成が始まり、忙しくなりま
す。これらに集中して取り組むためにも、1、2年次生の間
にできるだけ多くの単位を取っておくことが大切ですね。
また、自分の好きなことにのめり込み過ぎて、つい単位を
落としてしまうという学生もいます。学生が第一にすべき
ことはやはり学業だと思うので、しっかりと授業に出席し
て学業をおろそかにせず、その上で自分の好きなことを
するのが大切だと思います。

単位は早めに取ることが大切！

学内でPCがオープン利用できる場所
● 千里山キャンパス
ITセンター、サテライトステーション
第1ステーション（第1学舎4号館4階）
第2ステーション（第2学舎1号館4階「経商ステーション」）
第3ステーション（第3学舎2号館3階「B301教室」）
第4ステーション（第4学舎1号館2階「情報処理教室」）

● 高槻キャンパス
C棟（スタジオ棟）
● 高槻ミューズキャンパス
IT 1・IT 2教室（西館5階）、IT 3教室（西館8階）
● 堺キャンパス
PC-A・B教室（A棟3階）
※授業での使用時間外のみオープン利用可
（千里山キャンパスITセンター、サテライトステーションを除く）

千里山キャンパス

高槻キャンパス

高槻ミューズキャンパス

堺キャンパス

・総合学生会館 メディアパーク 凜風館2階に食堂「ディノア」
 3階にコンビニエンスストア、購買店、カットハウスなど
・以文館1階に「レストラン法文坂」
・第1学舎1号館1階、第2学舎2号館1階に食堂
・第3学舎1号館地階に「カフェ・ソシオ」
・新関西大学会館南棟4階に「レストランチルコロ」
・100周年記念会館に「レストラン紫紺」

L棟1階に「レストラン山翠」
2階に喫茶コーナー、コンビニエンスストア、購買店

北館1階に「レストラン“ミューズ”」、コンビニエンスストア、
ブックセンター（紀伊國屋書店）

B棟1階に食堂、コンビニエンスストア、
A棟1階に購買店（紀伊國屋書店関西大学堺ブックセンター）

「ピア・コミュニティ」って何？

文化会クラブ、同好会や
サークルについて
ボランティアについて
奨学金について
体育会クラブについて

学生生活支援グループ

ボランティア活動支援グループ
奨学支援グループ
スポーツ振興グループ

総合学生会館
メディアパーク 
凜風館 1階

新凱風館 1階

大学には皆さんの学生生活を手助けするための窓口があります。まずはそ
ちらを訪ねてみましょう。

※高槻キャンパス、高槻ミューズキャンパス、堺キャンパスについては、各キャンパスオフィ
ス・事務室を訪ねてください。
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1001日以上
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31～50日

21～30日
15～20日
11～14日
8～10日
6～7日
4～5日
2～3日
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性
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経験
旅行として海外に行っただけですが、それだけで視野や先入観が大きく変わりました。自ら関わることで、考え方も大き
く変わるはずなので、海外交流は積極的にするべきだと思います。
私は秋からアメリカに4カ月留学する予定なのですが、費用が150万円弱掛かります。留学したい学生はたくさんいる
と思うので、もっと大学や国が留学しやすい制度を取り入れてほしいと思います。
外国のやり方でも日本に合うものは取り入れたらいいと思うが、海外に行ってみて日本の誇れるところを再確認できた
ので、そういう所は無くさないようにしたい。日本という国の軸はぶれないでほしいです。
ホームステイをしたときに外国語を完全に日本語に訳すことはできないと感じました。言葉にはその言葉の意味だけで
なく感情も込められていると思ったからです。諸外国との関わりの中では、感情を理解することが重要だと感じました。
社会に出ると最新の情報を得る事はとても重要なことです。日本だけの情報ではあまりに乏しいと感じます。世界の最
新技術について知るために、私は語学の勉強を定期的に行っています。
市民レベルでの交流が増えることで、国家間の関係にもいい影響をもたらすと思います。
私は何人かの外国人の知り合いがいて、彼らからその国の文化や考えを知ることができます。また反対に、私が日本の
文化などを教えると、とても興味を持って聞いてくれます。そのようなつながりはお互いの知識や感性を成長させてく
れる機会だと思います。
日本経済の閉塞感を打開するために、国際競争力を高めて海外市場の獲得が不可欠だと思います。そのためには語学
力を高めなければならないですが、語学はあくまでツールであり、中身が大切です。私たち学生も諸外国とどのような
関わりを持つべきか、自分はその中でどのような役割を果たしたいか考えていきたいです。
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女
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安 全 3

外 4
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「国際化」と声高に叫びながらも、国内の多文化実情に対する認識や外国に対す
る関心は非常に欠けています。「井の中の蛙 大海を知らず」という状況が、日本の
最大の弱点といえるでしょう。アンケートを分析すると、海外に対しての先入観と不

安が目立ちます。特に「行ってみたいのに行かない理由」や、また海外へ行きたい学
生の目的がほとんど遊び感覚にすぎず、どこまで深く考えているかが疑問です。
昔に比べて今ほど海外に行きやすい時代はなく、留学しようと思えば関大は

さまざまな充実した短期・長期留学プログラムを備えていますが、活用する学生
はいまだに少ないです。シェークスピアの劇の有名な言葉に「世界はおれのアコ
ヤガイ、剣でこじ開けてやる」。つまり、「世界はあなた次第だ。海外に行こうと思
えば、学生時代しかない。悩んでいるならば、言い訳しないで行け！」とエールを
送りたい。人生の一番の財産にもなるし、日本を担う次世代の義務でもあると思
うからです。

OPINION  OF  PROFESSOR
国際部
アレキサンダー・ベネット准教授

次号のテーマは…「関大生の“資格”大調査」
近年、その重要性や必要性が話題となっている「資格」。目指す職業のためや勉強、趣味のために資格

を取るという人もいるはず。そんな資格を持っている関大生はどのくらいいるのか、どんな資格が人気なの
か、これから取りたい資格やその理由などを徹底調査します。

4月号「関大誌上教室」アンケート
プレゼント当選者の発表について

関大誌上教室
【アンケート実施期間：1月11日 ～21日　対象：関大生  

　　　　　　　回答者数：325人 （男子127人  女子198人）】

あなたは 海外に　
行ったことが ありますか？

みんなで一緒 に考えよう。

回 答 者 の
63％が新2
年次生（当
時1年次生）
だったため、
1～ 2回と
回答した人
が多い？

大多数の人が“行ってみたい”
とは思っている！

7～10日が最多！
長く行きたいと
思っている人が
多い。

国際部では多彩な留学プログラム（交換派遣留学、認定留学、
静宜大学特別留学、海外語学セミナーなど）を取りそろえて、
皆さんの留学をサポートしています。興味のある方は、
気軽に国際部に足を運ぶか、国際部のウェブサイト
（http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/）をご覧ください。

【留学ガイダンス】
日時：4月4日（木） 16：00～18：00
場所：千里山キャンパス第1学舎1号館 千里ホール

〈※各キャンパスへも同時中継（予定）〉

その他では…
・修学旅行が9人も！
・中には「パールハーバーに祈りに
祖父母と出掛けた」という人も。

回答数
全体の
31％も！

男
女
別
で
み
る
と
男
子
は
こ
れ
が
6
位
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性
別 コ メ ント

今号の「関大誌上教室」アンケート「あなたは海
外に行ったことがありますか？」にご協力いただい
た皆さん、ありがとうございました。プレゼントの発
表は、当選者のみ、インフォメーションシステム「個
人伝言」で連絡します（3月29日に通知予定）。
「関大誌上教室」のアンケートは次号以降も行
う予定ですので、ご協力をよろしくお願いします。

今後ますますボーダーレス化が進み、あらゆる面において     諸外国との関わりが増すと思われますが、 
そのことについてあなたはどう思いますか？

海外
経験

最も長く滞在した海外経験について

感想・成果は？

海外には何回行ったことがありますか？海外に行ってみたいと思いますか？
その日数を
教えてください。

海外に行った目的は何ですか？（複数回答可）

目的は何ですか？（複数回答可）滞在日数は？

 1 現地の人との交流や異文化に触れることができた
 2 日本にいるだけでは得られない経験ができた
 3 この経験を基に、違う国・都市にも行ってみたいと思った
 4 同じ所にもう一度行きたいと思った
 5 リフレッシュできた
 6 日本を見る目が変わった（プラスに）
 7 語学力が身に付いた
 8 外国人の友人ができた
 9 人生観が変わった
 10 同行者とより親しくなれた
 11 やはり日本が一番だと思った
 12 不便を感じた
 13 日本を見る目が変わった（マイナスに）
 14 現地の人とコミュニケーションが取れずストレスがたまった
 15 怖い目に遭った
 16 もう海外はこりごりだ
 16 その他

日本にいながらでもできる、
グローバル的視野に立った
取り組みを何かしていますか？
（複数回答可）

「行ってみたい」のに行かない（行けない）理由は
何ですか？（複数回答可）

その目的を教えてください。（複数回答可）

全
員
の
方
に
伺
い
ま
す
。

市民レベルでの交流が増えることで、国家間の関係にもいい影響をもたらすと思います。
私は秋からアメリカに4カ月留学する予定なのですが、費用が150万円弱掛かります。留学したい学生はたくさんいる
と思うので、もっと大学や国が留学しやすい制度を取り入れてほしいと思います。
外国のやり方でも日本に合うものは取り入れたらいいと思うが、海外に行ってみて日本の誇れるところを再確認できた
ので、そういうところはなくさないようにしたい。日本という国の軸はぶれないでほしいです。
旅行として海外に行っただけですが、それだけで視野や先入観が大きく変わりました。自ら関わることで、考え方も大き
く変わるはずなので、海外交流は積極的にするべきだと思います。
日本経済の閉塞感を打開するために、国際競争力を高めて海外市場の獲得が不可欠だと思います。そのためには語学
力を高めなければならないですが、語学はあくまでツールであり、中身が大切です。私たち学生も諸外国とどのような
関わりを持つべきか、自分はその中でどのような役割を果たしたいか考えていきたいです。
私は何人かの外国人の知り合いがいて、彼らからその国の文化や考えを知ることができます。また反対に、私が日本の
文化などを教えると、とても興味を持って聞いてくれます。そのようなつながりはお互いの知識や感性を成長させてく
れる機会だと思います。
社会に出ると最新の情報を得ることはとても重要なことです。日本だけの情報ではあまりに乏しいと感じます。世界の
最新技術について知るために、私は語学の勉強を定期的に行っています。
ホームステイをしたときに外国語を完全に日本語に訳すことはできないと感じました。言葉にはその言葉の意味だけで
なく感情も込められていると思ったからです。諸外国との関わりの中では、感情を理解することが重要だと感じました。
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経験
グローバル化・ボーダーレス化が進む中で、私は「日本人である前に世界人でありたい、地球人でありたい」と考えています。
これは希望でもあり、一つの戒めのようなものでもあります。「外国語が堪能である」とか、「外国に行ったことがある」というこ
とよりも、まずはそういった意識を持つことが大切だと思います。
諸外国と関わりが増すのはいいと思いますが、自分がその波に乗れるのか心配です。自分がどのように対策をすれば
いいのか分からないからです。
アルバイト先が外資系の企業で、外国人の上司も何人かいます。最初は不思議な感覚でしたが、今は何とも思いませ
ん。外国人が日本語をペラペラ話すと、「日本語お上手ですね～」というようなことがテレビなどで見受けられますが、
それに対しては違和感を覚えます。このような風潮が減っていけばいいのになと思います。
就職活動においても、外国語の力を問う企業が増えるため、外国語の教育に力を入れていかなければならないです。
関西大学でも、一般学生と外国人留学生が触れ合う機会を増やしてほしいです。
国があって人種や言語が違う以上、人は区別されます。しかし同じ人間としての区別はないし、異なる文化に触れるな
ど、より多くの経験をしていた方が人生面白い！壁をつくらずさまざまな人たちと接する機会が増えていくことは、私は
とても良いことだと思います。
外国との関わりが増していくことで、文化の違いを認識できたり、もう一度日本という国を見直すことができると思い
ます。アルバイト先に中国人の方がいますが、いろいろ教えられたり、教えたりと充実した関係になっています。こういっ
たことが周りでもっとあってほしいと思います。
より簡単に他の国の文化に触れることができるので楽しみである一方、日本の良き文化や伝統が失われていくのでは
ないかと不安な思いもあります。
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行ったことがある都市は？との質問では、
1位グアム、2位ソウル、3位ハワイ、
4位北京・シンガポール・上海、
7位クアラルンプール
3位のハワイ以外は近場が人気！

聞き慣れない都市では…
・ラオス北部にある都市ルアンパバーン
・マッターホルンの麓の村ツェルマット
・ニュージーランド 北島のロトルア湖の南岸に位置するロトルア
ヨーロッパのほとんどの首都を回ったというツワモノも！

行ってみたい都市は？の質問では、
1位ロンドン、2位ニューヨーク、3位ローマ、4位ロサンゼルス、5位ベルリンと近場はナシ！

最も長く滞在した都市は？との質問では
1位ハワイ、2位グアム、3位上海、4位ソウル、5位シンガポール・
北京、7位オークランド・ゴールドコーストとの結果に。

上位に良い意見、
下位に悪い意見と
きれいに分かれた

その他の意見には、こんなものも…
・Danceのレッスンを受けに行くため。
・マラソンに出場するため。
・青年海外協力隊の一員として行ってみ
たい。
・移民問題に関心があり、直接外国に行
き、見ることで自身の関心のある分野
を深く勉強したい。 

な
い

あ
る

 1 TOEICⓇ・TOEFLⓇ・英検受験
 2 特に何もしてない
 3 語学以外の海外に関する授業の履修
 4 留学生や外国人とのインターネット上での
  コミュニケーション（フェイスブックなど）

 5 英字新聞・外国語書籍の購読
 6 留学生や外国人との異文化交流・
  サークルなどへの参加
 7 語学スクール受講

 
8
 海外や異文化に関する学術研究会・

  サークル活動などへの参加（ESS など）
 9 外国人対象のボランティア活動
 10 その他
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戸松祐介さん

株式会社クボタ

和歌山県初芝橋本高等学校出身
2008年工学部機械システム工学科卒業
2010年工学研究科博士課程前期課程修了

建設機械の要である強度や耐久性を
評価し、製品品質の向上に努めています。
「機械（農業・産業）」「水・環境システム」「都市・インフラ」などの
事業分野において、システム・製品の研究開発や製造・販売を行う
株式会社クボタ。戸松祐介さんは、油圧ショベルやホイールロー
ダなどの建設機械を開発する建設機械技術部で、製品の耐久
性を評価する業務を担当しています。
「耐久性評価の１つに応力試験があります。例えば、土砂の
掘削・運搬を行うホイールローダであれば、上記作業中に各部位
に掛かる負荷を実作業下で測定し、目標値以内に収まっているか
確認する試験です」。強度的な観点から構造・材料・形状などを
検討し、目標品質の達成を目指します。また、コストや重量への
考慮も大切な仕事だそうです。「過酷な環境下で使用する建設
機械には、数千～数万時間という作業に耐え得る高度な耐久性
が求められます。とても重要な業務でプレッシャーも掛かりますが、
やりがいがあります。目標を達成したときは爽快ですね」と語る戸松
さん。時には思うようにいかず試行錯誤することもあるそうですが、
そんなときは大学の研究室で学んだ「現象を多角的に捉えて、原因
追究をする」という研究の基礎を思い出すそうです。
「仕事で壁にぶつかったとき、学生時代に学んだことや見聞き
したことをふと思い出し、それが解決の糸口になることがよく
あります。皆さんもいろいろなことに興味を持って知識の幅を
広げておくと、社会に出てから必ず役に立つときが来ると思い
ますよ」とアドバイスを送ってくれました。

仕事に欠かせないアイテム。作業中は必ずヘルメットを着用し、安全
確保に努めています。

機械業界／技術者

国際社会の諸問題について理解を深める。

グローバル化がますます加速する現代において、私たちの暮らしも国際社会の動きと
無関係ではいられなくなっています。また、国際社会で生じているさまざまな問題を把握
しておくことは、これから社会で活躍する上でとても重要なことです。そのような社会情勢
の中、専門導入ゼミⅡでは国際社会の問題を正確に理解できる基礎的な知識の習得を目指
しています。
学生たちはグループに分かれ、国際社会で起きている諸問題の中から、例えば砂漠化

や温暖化などの地球環境問題、TPPなどの国際経済協定をめぐる問題、パレスチナ紛争と
難民問題、途上国開発をめぐる人権問題など、自主的に研究テーマを設定。研究成果を発
表する最終報告に向けて、テーマに関連する資料を集め、グループ内で議論を行い、発表
用の資料を作成するなど、仲間と協力しながらグループワークを進めていきます。
そうして最終報告では、発表者は他のゼミ生たちが積極的に議論に参加できるように、

テーマに関する基本的な知識を紹介し、問題提起を行います。他のゼミ生たちは発表を
聞いて疑問点や改善点など意見を述べ、みんなで積極的に議論を行うことでテーマに
ついての共通理解を深めていきます。
このように、授業では自分の研究を発表するだけでなく、他者の研究について内容を
理解し、積極的に自分の意見を述べることが求められます。国際問題に対する理解力は
もちろん、グループワークへの取り組み方を学び、自分の考えを表現できる力、さらには、
これから国際社会で活躍するために必要なコミュニケーション力を身に付けることが
できます。

環境問題や開発、人権、国際的な
紛争など、今日の国際社会が抱える
課題は身近でないように感じるかも
しれませんが、実は皆さんの日常生
活ともつながっています。授業では、
これらの問題について、法や政策的
な視点をもって、新しい取り組みの
可能性を一緒に考え、これからの国
際社会で日本が担う役割と貢献に
ついても議論していきたいですね。

政策創造学部
権 南希 准教授

この授業を通じて、自分の考えを他人に伝えること
の難しさや面白さを知ることができました。グループ
ワークでは、周りの人と考え方を共有することができ
たことがとても楽しかったです。

橋本 奈々さん（3年次生　取材時は2年次生）

自分の研究テーマを掘り下げて専門性を高めてい
くことはもちろん、他の人の発表を聞くことで、知らな
かった価値観や自分では思い付かなかった考え方に
出合えることがこの授業の大きな魅力だと思います。

森田 啓さん（3年次生　取材時は2年次生）

今、世界で起きている国際社会の問題について正しく理解し、
専門的知識を駆使して自分の考えを表現できる力を養います。

政策創造学部

「専門導入ゼミⅡ
（国際教育コース）」

権 南希 准教授

ある1日の
スケジュール
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関西大学 入学式の歴史
希望を胸に、新たな一歩を踏み出す

希望に胸を膨らませた多くの学生たちが、人生の新たな一歩を記す入学式。今回は、入学式をテーマに関大の歴史を振り返ってみましょう。

なるほど・ザ・関大！

関西大学体育会の活躍を伝える学生新聞「関大スポーツ（通称カンスポ）」。その発行を手掛ける関
大スポーツ編集局に所属する木下優新さんは、紙面に掲載する記事を取材・執筆する記者としての
役割に加え、編集局を統括する編集長としても活動しています。
「編集局では毎週木曜日にミーティングを開催し、誰がどの競技の取材に行くのか割り振りを決め
て、週末には試合会場に足を運んで取材を行います」。各スタッフは、それぞれ複数の競技を担当し
ていて、毎週土曜日・日曜日は各地を飛び回っているそうです。また、取材・執筆に加えて、写真撮影
や紙面レイアウト、広告の営業もこなすなど、その活動は多岐にわたると言います。さらに木下さん
は、大学行事への参加や、紙面のクオリティーチェック、編集局内の意見の取りまとめなど、編集長と
して責任ある業務も同時にこなしています。これらの活動を通じ
て、競技に関わるさまざまな人たちと出会え、たくさん
の感動的な場面に立ち会えることに、大きなやりが
いを感じていると木下さんは語ります。
アメリカンフットボールやアイスホッケー、空手な

ど、これまでにさまざまな競技を取材してきた木下
さん。現在、最も注目している競技が、昨年12月に
Aリーグ昇格を決めたラグビー部です。「取材担当
として3年間、選手たちが頑張っている姿を追い続
けてきたので、摂南大学との入れ替え戦で32季ぶ
りのAリーグ昇格を決める勝利の瞬間に立ち
会えたことは、記者冥利に尽きますね。
今年は、ラグビー部のAリーグで
のさらなる活躍に期待していま
す」と笑顔で語ってくれました。

11月4日、現在、関西大学の創立記念日である1886年
（明治19年）のこの日、大阪西区京町堀の願宗寺本堂で、
前身である関西法律学校が開校しました。同校の開校を
伝える新聞記事は、これから法律学を学び、経済学の知識
を得ようと考えていた若者たちに大きな朗報となりました。
当時はいわゆる夜間学校であり、学生もほとんどが社会
人でした。学費については「月謝として毎月納めるように」との
規定があり、入学試験についても年に複数回実施されるな
ど、現在の塾に近いものだったようです。現存する資料を見
る限りでは、当時、入学式を行ったという記述は見られませ
ん。また、入学者は多かったものの、当時は司法試験を受験
できる認可学校ではなかったということから、中退者も多かっ
たようです。

関西法律学校の創立　

戦後の学園再建から現在へ

大学昇格と「学の実化」

1946年（昭和21年）5月、戦後初の入学式が挙行されました。
1947年（昭和22年）には、岩崎卯一教授（当時法文学部長）が本学の卒業生と

して初めて学長に就任します。岩崎学長が提言した新たなスローガン「関大ルネッサ
ンス」は、戦後の学園再建の指標となる貴重な一石となり、その後掲げられた「正義を
権力より護れ」という学長の言葉は、関西大学の建学の精神として現在も受け継が
れています。
1948年（昭和23年）、関西大学は新制大学に昇格。4月17日、初の入学式が行

われました。 入学式の様子（平成24年度）

「学の実化」講座の様子 講師：ポール・クローデル大阪日報に掲載された生徒募集広告 千里山学報No.2　昇格第一回入学式記念撮影

写真については全て年史編纂室蔵

木下優新さん

Yushin Kishita

社会学部 4年次生今月の

関大生
の友の

輪

関西大学体育会45団体の活躍ぶり
を伝える関大スポーツ編集局。年６回
発行の関大スポーツに加えて、不定期
での号外新聞、新聞各社の協力による
特別版の発行、さらにウェブサイトで
の情報発信など、地道な取材活動で
集めた情報をさまざまな形で発信し
ています。

次回は、木下さんからのご
紹介で応援団吹奏楽部の
森下希さん（商3）が登場。
お楽しみに！

関西大学体育会本部　
関大スポーツ編集局

体育会の発展に貢献したい！

1886年（明治19年）230人 2012年（平成24年）約7,000人

1922年（大正11年）6月5日付で認可状が交
付され、関西大学は晴れて大学昇格を果たしま
した（現在、6月5日は「大学昇格記念日」）。昇
格に当たって、山岡順太郎総理事は、「学理と
実際との調和」「国際的精神の涵養」「外国語
学習の必要」「体育推奨」という4つのスローガン
を掲げます。これらは「学の実化」の一語に要約
され、現在でも関西大学の学是となっています。
また、この年のもう1つの大きな出来事が千里
山学舎の竣工です。千里山学舎で初めての建
物となった予科校舎は、1922年4月、現在の岩
崎記念館付近に完成し、6月22日、昇格後初の
入学式が行われました。

願宗寺表門
（毎日新聞大阪本社提供）

総理事 山岡順太郎

学長 岩崎卯一入学者数 約30倍

1886年（明治19年）約400人 2013年（平成25年）約90,000人志願者数 約225倍
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適性試験の受験料を補助します 移行（transition）大学生になっていく場

学部生が福島県でのボランティア
活動や現地との交流を企画中

社会安全学部入学の皆さんへ新入生の君へ

商学部に入学された皆さんへ

情報獲得のアンテナ感度向上を！

学部・研究科トピックス
専門職大学院トピックス

初等部の思考力育成を全国に発信

併設校トピックス

各学部・研究科のさまざまな活動や取り組みなど、
トピックスや皆さんへのメッセージをお届けします。

法科大学院への進学を目指す人は、法科大学院
を受験する前に「法科大学院全国統一適性
試験」（例年5月下旬に実施）を受験する必要が
あります。本学では、適性試験の受験料を補助
する制度を新たに設けました。所定の要件を
満たした４年次以上の学生には、年5,000円の
補助金が支給されます。法科大学院への進学
を考えている方は、この制度をぜひ積極的に
活用していただきたいと思います。制度の詳細
については、法文オフィスまでお問い合わせ
ください。

（副学部長　馬場圭太教授）

法学部／法学研究科 文学部／文学研究科東アジア文化研究科

経済学部には、1年次の少人数クラス科目として
「経済学ワークショップ 1」があります。
Workshopとは、もともとは作業場や工房の
ことですが、このクラスは、大学での勉強の仕
方を学ぶ体験の場であると同時に、同級生や先
生と知り合いになるコミュニケーションの場で
もあります。本を一緒に読み、あるいはある
テーマについて共同して調査し、報告し、議論
する。この場での学習と議論を通して、皆さん
が次第に大学生らしい顔つきになっていくの
を楽しみにしています。

（学部長　植村邦彦教授）

経済学部／経済学研究科

学部の学生約１０人が、福島県でのボランティア
活動を目指して企画中です。震災以来毎年２回
程度、有志の学生や教員で活動を続けてきまし
た。その実績が認められ、2013年度は学部の主
催事業として行うことになり、大阪と現地の子ど
もたちとの絆を深めたり、福島大学の学生との
交流などを計画しています。秋にはシンポジウム
を開催し、学生自身が考えた新たな政策などを
提案する予定です。

（深井麗雄教授）

政策創造学部／ガバナンス研究科

入学おめでとうござい
ます。新入生を迎え、
われわれも気持ちを
新たにしております。
高校までは一般的に
は知識を授かるという受け身的な教育が中心
でした。しかし大学はそれだけではなく、いろい
ろなこと（または、自分が求めること）に対して、
自分で探究する能動的な姿勢が求められます。
４年間、皆さんの燃える情熱をわれわれ教員に
ぶつけてください。

（西川和男教授）

外国語学部／外国語教育学研究科

システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部／理工学研究科

人間健康学部

商学部に入学されたことを心よりお祝い申し
上げます。これから4年間、厳しくもあり、楽し
くもある、人生でとても貴重な時を共に過ご
しましょう。商学部では、グローバル化やIT化
が進展した複雑な時代を生き抜くための学
問として「商学」を位置付け、個性あふれるカ
リキュラムを備え、皆さんの可能性をより広
げる機会を提供します。この機会を最大限に
活用して、有意義な学生生活を送られること
を心より願っています。

（学部長　髙屋定美教授）

商学部／商学研究科

臨床心理専門職大学院

初等部

４月には新しい生活が始まります。高校から大学
へ、大学から職業の世界へと生活空間が移行し
ます。担う役割も変化します。そのため「私は誰」
という問いに答えるということも変わることにな
ります。過去の経験において埋め込まれたもの
だけでは、新しい事態への適応を難しいものとす
るかもしれません。本当に必要なのは「知恵」で
はないでしょうか。これはスマホのクリックでは見
つかりません。勧めたいのは、自分から進んで、
人の話を聴くこと、そして、古典を読むことです。

（副学部長　清水和秋教授）

社会学部／社会学研究科

総合情報学部／総合情報学研究科

本や新聞・雑誌、テレビやインターネットなど
さまざまなメディアを通して、情報が世の中に
あふれています。しかし、自分にとって必要な
情報は何かを常に意識していなければ、情報
はただ自分を通り過ぎるだけです。情報を生
かし、自分の考え方を築く糧にするためには、
情報獲得のアンテナ感度を良くすることが必
要です。総合情報学部では、アンテナ感度向
上の第一歩として「導入ゼミ」を用意していま
す。これを出発点に関西大学が目指す「考動」
人への変身に励んでください。

（学部学生相談主事　北島治教授）

社会安全学部／社会安全研究科 2月2日、第３回の研究発表会を開催しました。
研究テーマは「ミューズ学習を活かした授業デザ
イン」。本校が取り組んでいる思考力育成を、公開
授業、教科等別の協議会、シンポジウムを通して
発信しました。当日は、全国各地から700人を超え
る方が来校され、１４の公開授業後に実施した協
議会では、貴重な意見も数多く頂きました。この
会の成果・課題をもとに、さらに取り組みを充
実させたいと考えています。

（初等部教頭　田中達也）

旅立ちと始まりの時

ご入学、おめでとう。社会安全学部は創設後
3年を経過したばかりではありますが、社会
から非常に注目を集める存在になっています。
皆さんはその学部に入学したことを誇りとして
ほしいと思います。皆さんがこれから学ぶ社会
安全学部のカリキュラムは、自然災害や社会
災害など社会安全問題を、工学、社会経済、
法律、心理などに係る広範な立場から総合
的・包括的に学べるよう構成されています。
皆さんが積極的に社会安全問題に取り組む
ことを期待しています。

（学部長　小澤守教授）

「からだ」の力に敬意を払う
人間健康学部の特徴の一つは「からだ」を通
した学びにあります。生き方を根本から変えよ
うとしたとき、知識や言葉を尽くして説得され
るより、思いやりの込もった涙を見せられる方
がよほど効果がある、そうした経験は誰にでも
あるでしょう。悪い例になりますが、体罰や暴力
も人を変える力を持っています。しかし、そう
した力に酔って、乱用することは自己の破滅に
つながります。「からだ」に秘められた力におご
ることなく、適切に利用できるよう、必要な知
識や言葉を本学部で学んでください。

（西山哲郎教授）

ご入学おめでとうございます
現代の社会は、さまざまな科学技術システムに
よって支えられていますが、今、それらの見直し
が求められています。システム理工学部では、
科学技術システムにおける高度で安全な
「しくみ」や「しかけ」について学びます。これら
の学びには、科学的な真理を探究しようとする
姿勢を身に付けることも重要です。自ら希望し、
選択した学問体系の勉学を通して自らを高め、
社会に有為な｢システム｣作りに積極的に挑戦
してください。
（システム理工学部副学部長　田實佳郎教授）

世界の中の日本、日本の中の世界
入学おめでとう。これからの４年間、社会はます
ますグローバル化していきます。皆さんにはぜ
ひ、「世界の中の日本、日本の中の世界」を意識し
て、主体的な勉学に打ち込んでいただきたいと
願っています。
文学部では、今年度から新たに「日本語教師養成
講座」を開設しました。これもグローバル化する
社会を視野に入れてのことです。本学部には海外
からの留学生、そして海外に留学する学生が数多
くいます。世界的な視野に立てる人間を目指して、
すでにあなたの学びは始まっているのです。

（学部長　柏木治教授）

環境都市工学部の3学科は、人間生活と環境が調和
した「まちづくり」の創造・再生を担う研究者や技術
者の育成を目指しています。私たちの国土や資源は
限られており、災害や資源枯渇などの環境変化に
対応できる都市機能の構築や生活環境の維持が
重要な課題となっています。新入生の皆さんは、こ
れから入学される建築学科、都市システム工学科、
エネルギー・環境工学科において、幅広い教養と
専門的な知識を身に付け、都市や環境に関するさ
まざまな問題に対して、自ら創造的に考え、さらに行
動できる社会人に成長されることを願っています。
（環境都市工学部副学部長　山本秀樹教授）

化学生命工学部の化学・物質工学科と生命・
生物工学科では、ナノテクノロジー、バイオテク
ノロジー、新素材、新規エネルギー、環境、医療
などの幅広い分野で、21世紀の社会に貢献
する「ものづくり」ができる人材の育成を目指
しています。本学部で、理系の基礎から応用、
専門分野はもちろん、さらに広い領域の学問
にも興味を持ってアクティブに学び、広い視野
を持って思考し行動できる技術者・研究者に
なってほしいと考えています。皆さんの「若い
力」に期待しています。
（化学生命工学部副学部長　池田勝彦教授）

SA留学の様子

新しい年度の始まりは修了生たちの旅立ちの
時です。社会に貢献したいとの一途な思いを持っ
て、専門職大学院で2年間、学理や技能の修得
に励んできました。そこで培ってきた臨床マイン
ドと援助技能を、教育、医療、産業などのいろいろ
な分野でいかんなく発揮することを切に願います。
また4月に新たにたくさんの臨床の仲間たちが入
学されました。初々しい姿で門をくぐられた新入
生たちが先輩方のように頼もしく巣立っていく姿
を思い浮かべながら、教員一同、新たな気持ちで
臨床教育に当たっていきたいと思います。
修了生の皆さんに、新入生の皆さんに、心より
のエールを送ります。

（副専攻長　岡田弘司教授）

月 学部 大学院

4月

5月

7月

9月

8月

6月

2013年度春学期 学年暦

※詳細はインフォメーションシステムで確認してください。

●学年始 春学期開始（1日） ●入学式（1日）
●新入生指導行事（1～4日）
●春学期授業開始（5日）

●大学昇格記念日（5日）※授業日

●春学期授業終了（24日）
●春学期試験 （25日～8月1日）

●夏季休業（3日～9月20日）

●春学期成績発表 ●春学期卒業式（19日）
●秋学期入学式（総合情報学部）（19日）
●新入生指導行事（総合情報学部）（19～20日）
●秋学期授業開始（21日）

●学年始 春学期開始（1日） ●入学式（2日）
●新入生指導行事・オリエンテーション（2～4日）
●春学期授業開始（5日）

●春学期授業終了(24日)
●春学期試験(30日)

●夏季休業（3日～9月20日）

●春学期成績発表●学位（修士・博士）記授与式（19日）
●秋学期入学式（文学研究科・理工学研究科・東アジア文化研究科）（19日）
●オリエンテーション（文学研究科・理工学研究科・東アジア文化研究科）（19～20日）
●秋学期授業開始(21日)

専門職大学院 留学生別科
●学年始 春学期開始（1日） ●入学式（2日）
●オリエンテーション（2～4日）
●春学期授業開始（5日）

●春学期授業終了(18日)〈法務〉
●春学期試験(19～31日)〈法務〉
●春学期授業終了(29日)〈臨床心理〉
●春学期授業終了(30日)〈会計〉
●春学期試験(30日～8月1日)〈臨床心理〉
●夏季休業(31日～9月20日)〈会計〉
●夏季休業(2日～9月20日)〈臨床心理〉
●夏季休業(3日～9月20日)〈法務〉

●春学期成績発表 
●学位記（9月期）授与式（19日）
●秋学期授業開始(21日)

●学年始 春学期開始（1日） ●入学式（2日）
●オリエンテーション（1～5日） ●春学期授業開始（8日）

●日本語科目試験（30日） ●日本語能力試験模擬試験（31日）
●日本語科目試験成績判定（3～6日） 
●大学昇格記念日（5日）※休業日
●春学期授業終了(26日)
●春学期定期試験(29～31日)

●春学期定期試験成績判定(1～5日)
●日本語科目成績発表(5日) 
●夏季休業(11日～9月20日)
●夏季日本語集中演習(26日～9月6日)
●春学期修了式（13日） 
●秋学期入学式(21日)
●オリエンテーション(21～27日) 
●秋学期授業開始(30日)

2013年度春学期の学年暦は以下の通りです。試験期間や休業期間などスケジュールを把握し、計画的に学生生活を送ってください。
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2013年4月から、関西大学の専任教育職員となった
26人のプロフィール紹介と皆さんへのメッセージを
掲載します。

新
酒井 真道 准教授
サカイ マサミチ

【専門分野】宗教学、インド哲学・仏教学

■趣味・特技など
旅行、スポーツ観戦
■学生に向けたメッセージ
大学において多様な物の見方を身に付けてくだ
さい。

森 勇太 助教
モリ ユウタ

【専門分野】日本語史、歴史語用論

■趣味・特技など
旅行、スポーツ観戦
■学生に向けたメッセージ

杉本 佳亮 准教授
スギモト ヨシアキ

【専門分野】マクロ経済学、経済成長論

■趣味・特技など
買い物、ドライブ、寺社仏閣巡り
■学生に向けたメッセージ
経済学の面白さを少しでも感じてもらいたい
です。

さまざまな挑戦と出会いを楽しんでください。

横山 恵子 教授
ヨコヤマ ケイコ

【専門分野】ベンチャー、ソーシャル・ビジネス

■趣味・特技など
スポーツ、旅行、読書
■学生に向けたメッセージ

馬場 英朗 准教授
ババ ヒデアキ

【専門分野】公会計・非営利会計

■趣味・特技など
NGO・NPOの会計支援活動、公認会計士
■学生に向けたメッセージ
専門知識を磨けば人生の選択肢は大きく広がり
ます！

自分の可能性を楽しみましょう。

山本 高史 教授
ヤマモト タカシ

【専門分野】広告クリエーティブ、言葉

■趣味・特技など
旅行、著述
■学生に向けたメッセージ

何事にも積極的にチャレンジしてください。

文
学
部

経
済
学
部

商
学
部

社
会
学
部

赤枝 尚樹 助教
アカエダ ナオキ

【専門分野】都市社会学、計量社会学

■趣味・特技など
読書、ツーリング
■学生に向けたメッセージ
一緒に学びながら価値観の変化を楽しみま
しょう。

宇城 輝人 教授
ウシロ テルヒト

【専門分野】現代社会論、労働の知識社会学、
　　　　　社会思想史

■趣味・特技など
湿地巡り、廃村跡の探究
■学生に向けたメッセージ

山中 友理 准教授
ヤマナカ ユリ

【専門分野】刑法、刑事政策、医事刑法

■趣味・特技など
映画鑑賞、音楽鑑賞、食べ歩き、茶道
■学生に向けたメッセージ
4年間でいろんなことにチャレンジしてください。

出会いに恵まれた学生生活になるようお祈り
します。

今井 裕之教授
イマイ ヒロユキ

【専門分野】英語教育学

■趣味・特技など
旅行、スポーツ観戦
■学生に向けたメッセージ

小田桐 奈美 助教
オダギリ ナミ

【専門分野】社会言語学（中央アジアの言語政策）

■趣味・特技など
散歩、旅行
■学生に向けたメッセージ
教員1年目です！よろしくお願いします。

伊佐田 文彦 教授
イサダ フミヒコ

【専門分野】経営戦略、イノベーション戦略、国際経営

■趣味・特技など
旅行（特に新興国）
■学生に向けたメッセージ

頑張らず、しかしあがくこと。

学生の間に科学的な考え方や方法を学びま
しょう。

何事にも前向きに取り組みましょう。

政
策
創
造
学
部

外
国
語
学
部

総
合
情
報
学
部

桑門 秀典 教授
クワカド ヒデノリ

【専門分野】暗号理論、情報セキュリティ

■趣味・特技など
自分専用のソフトウエア作り
■学生に向けたメッセージ
何が必要とされているかを一緒に考えていき
ましょう。

伊達 悦朗 教授
ダテ エツロウ

【専門分野】数理物理学、可積分系

■趣味・特技など
読書
■学生に向けたメッセージ

山田 啓介 准教授
ヤマダ ケイスケ

【専門分野】振動工学

■趣味・特技など
サッカー、将棋の観戦
■学生に向けたメッセージ
人を大切に、そして何事も面白く。

在学中に目標を定めて、積極的に挑戦しましょう。

佐藤 伸吾 助教
サトウ シンゴ

【専門分野】半導体デバイス物理学

■趣味・特技など
ゴルフ、映画鑑賞
■学生に向けたメッセージ

田原 樹 助教
タハラ タツキ

【専門分野】ホログラフィ、光工学

■趣味・特技など
映画鑑賞、旅行、3D技術の勉強
■学生に向けたメッセージ
挑戦心あふれる学生生活を一緒に送りましょう。

今しかできないことに積極的にチャレンジしま
しょう。

山﨑 和俊 助教
ヤマザキ カズトシ

【専門分野】数理ファイナンス、保険数理

■趣味・特技など
野球、水泳
■学生に向けたメッセージ

学んだ、と振り返れるよう過ごしましょう。

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

総
合
情
報
学
部

環
境
都
市
工
学
部

環
境
都
市
工
学
部

化
学
生
命
工
学
部

法
科
大
学
院（
法
務
研
究
科
）

窪田 諭 准教授
クボタ サトシ

【専門分野】社会基盤情報学、地理情報システム

■趣味・特技など
アメリカンフットボール観戦
■学生に向けたメッセージ
自分にとって少し難しそうなことに挑戦し続け
ましょう。

上田 尚史 助教
ウエダ ナオシ

【専門分野】コンクリート工学

■趣味・特技など
ゴルフ、映画鑑賞
■学生に向けたメッセージ

野村 正晴 助教
ノムラ マサハル

【専門分野】近代建築史・都市史、建築意匠

■趣味・特技など
読書、美術鑑賞
■学生に向けたメッセージ
「なんとなく」ではなく「これこそは」という時間を
過ごしてください。

常にチャレンジ精神を持って日本、世界の未来を
開拓していってください。

三田 文雄 教授
サンダ フミオ

【専門分野】高分子設計創生学

■趣味・特技など
神社仏閣巡り
■学生に向けたメッセージ

共に学び、共に成長できればと思っています。

今できることに、全力で取り組んでください。

近藤 亮太 助教
コンドウ リョウタ

【専門分野】水素エネルギー材料

■趣味・特技など
スノーボード
■学生に向けたメッセージ

兼清 泰明 教授
カネキヨ ヒロアキ

【専門分野】応用確率論、信頼性・リスク解析

■趣味・特技など
スポーツ観戦
■学生に向けたメッセージ

大仲 土和 教授
オオナカ ツチカズ

【専門分野】刑法、刑事訴訟法

■趣味・特技など
ゴルフ、居合
■学生に向けたメッセージ

将来を見据え気概と覚悟を持って司法試験に
取り組んでください。

尾島 史賢 准教授
オジマ フミタカ

【専門分野】民事法実務、倒産法

■趣味・特技など
読書、弁護士としての仕事
■学生に向けたメッセージ

さまざまなことに興味を持ち、挑戦してください。

2013年度
任教員紹介
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国際交流
イベントに参加して、
海外からの留学生と
友人になろう！

就職・進路の
ことならこちらに

お任せ！

修学上の
手続きや相談は
こちらへ！

関西大学キャンパス
ガイド2013

関西大学キャンパス
ガイド2013関西大学キャンパス
ガイド2013

関西大学キャンパス
ガイド2013新入生のためのお役立

ちマップ

体験学習エリア

A棟
B棟

関西大学アイスアリーナ

セミナーハウス高岳館

A棟 管理・研究棟

情報演習棟（K棟）

高槻キャンパス保健室
（K棟北1F）

堺保健室（A棟1F）

第3学舎

広報課
（関西大学会館1F）

千里山キャンパス

高槻キャンパス 高槻ミューズキャンパス

堺キャンパス

総合情報学部 社会安全学部

人間健康学部

● 学生生活、課外活動、
奨学金などについての
各種相談

●ボランティア活動につ
いての各種相談

学生センター
（凜風館1F・新凱風館1F）

●履修相談
●試験・成績に関する問い合わせ
●教職課程履修、各種資格に関す
る相談

●学生証の再発行、証明書の発行

※大学での履修登録は高校までの履修
方法とは大きく異なります。履修ガイ
ダンスなどに参加し、分からないこと
があれば教務センターに問い合わせ
てみましょう。
（専門職大学院は除く）

●200万冊を超える図書や
雑誌の閲覧、貸出、複写

●各種データベースや電子
ジャーナルの利用

●閲覧室の利用、他キャン
パスの資料取り寄せ

総合図書館

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●キャリア形成・就職活動支援行
事の開催

キャリアセンター
理工系事務室

（第4学舎1号館2F）

キャリアセンター
（新関西大学会館北棟3F）

第1学舎：法学部、文学部、政策創造学部、
外国語学部

第2学舎：経済学部、商学部
第3学舎：社会学部
第4学舎：システム理工学部、環境都市工学部、

化学生命工学部

●定期健康診断（法令により受診が義務付けられて
います。必ず受診してください）

●診療・健康相談
●健康診断証明書の発行（当該年度の定期健診の
受診が原則）

※病気、ケガをしたときは、健康保険証を持参してください。た
だし、急な病気やケガの場合は、保険証は後日持参すれば大
丈夫ですので早めに受診しましょう。

保健管理センター（新関西大学会館北棟4F）

●パソコンでのウェブサイト閲覧、
電子メール利用、レポート作成な
どと印刷がオープン利用可

●パソコン活用講習会

ITセンター（円神館）

●各種資格取得に向けた講座の開講
●国家試験対策講座の開講
●就職関連講座の開講

エクステンション・リードセンター
（第3学舎3号館2F）●留学・国際協力・国際交流に関する相談

●各種海外留学派遣プログラム、ガイダ
ンスなどの開催

●留学・国際協力などに関する資料の配
布・閲覧

●外国人留学生の生活面に関する相談

国際部
（新関西大学会館南棟3F）

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、証明書の発行

総合情報学部オフィス（A棟1F）

● PC・Mac・Unix教室は
オープン利用できます

スタジオ棟（C棟）

●就職・進路に関する
相談

●就職情報資料の閲覧
●キャリア形成・就職
活動支援行事の開催

キャリアセンター
高槻ミューズ
キャンパス分室
（西館3F）

●各種資格取得に向け
た講座の開講

●公務員講座の開講
●就職関連講座の開講

エクステンション・
リードセンター
高槻ミューズ
キャンパス分室
（西館3F）●履修相談

●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、証明書の発行
●学生生活、課外活動、奨学金などに
ついての各種相談

ミューズオフィス（西館2F）

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、証明書の発行
●学生生活、課外活動、奨学金などについての各種相談

堺キャンパス事務室（A棟1F）

●学生生活、課外活動、
奨学金などについての
各種相談

高槻キャンパス
オフィス（A棟1F）

教務センター
（第2学舎1号館1F）

千里山中央グラウンド

総合学生会館
メディアパーク 凜風館

第4学舎

千里山中央体育館

関西大学博物館

新凱風館

第1学舎

第2学舎

自習、
グループ学習
といった目的別の
閲覧室も
充実！

『関西大学通信』は
広報課で編集
しています！

この春誕生した
情報演習棟は総情の

新しい顔！
各ゼミ専用の演習室が
57室と恵まれた
研究環境です。

西館

ミューズ保健センター
（西館9F）

▲KU Wi-Fi

マークの場所はKU Wi-Fiが使
用できます（使用できる場所は他にも
多数あります）。詳しくはITセンターの
ウェブサイトを参照してください。

「体験学習エリア」は
グループ活動を学ぶ
堺キャンパスならではの
アドベンチャー施設！

「社会安全」を
テーマにした

展示物を観覧できる
「安全ミュージアム」も

あるよ！

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●キャリア形成・就職活動支援行事の開催

キャリアセンター堺キャンパス分室（A棟2F）

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●キャリア形成・就職活動支援行
事の開催

キャリアセンター
高槻キャンパス分室（K棟北1F）

※TOEFLⓇ・TOEICⓇテスト対策コースや難関公務員
試験など幅広く講座を開講しています！

新入生歓迎特別行事を開催

法曹を目指す皆さんへー地方で働くということ
【日 時】 4月4日（木）13：00～14：30
【場 所】 千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール
【講 師】 小浜ひまわり基金法律事務所所長　上原千可子氏

法学部

社交的おたくのすすめ
【日 時】 4月3日（水）14：00～15：30
【場 所】 千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール
【講 師】 関西大学東京センター長 関西大学名誉教授　竹内洋氏

文学部

目で聞く言葉。手話への誘い
【日 時】 4月2日（火）13：00～14：00
【場 所】 千里山キャンパス第2学舎4号館ＢＩＧホール100
【講 師】 手話通訳士（厚生労働大臣認定） 西田功氏

経済学部

安全で楽しい学生生活の知恵―犯罪に巻き込まれないために―
【日 時】 4月3日（水）15：00～16：30
【場 所】 千里山キャンパス第2学舎4号館ＢＩＧホール100
【講 師】 京都大学大学院法学研究科　髙山佳奈子教授

商学部

大学で何を学ぶか
【日 時】 4月1日（月）入学式終了後
【場 所】 千里山キャンパス第3学舎
【講 師】 社会学専攻：財団法人大阪府視覚障害者福祉協会

　　　　　　　　　　　　　和田伸也氏(A301教室)
心理学専攻：清水和秋教授(A201教室)
メディア専攻：小川博司教授(A101教室)
社会システムデザイン専攻：
　　　　 髙瀬武典教授・小川一仁准教授(D302教室)

社会学部

海外研修説明会：留学への第一歩
【日 時】 4月2日（火）11：30～12：30（終了予定）
【場 所】 千里山キャンパス第1学舎5号館Ｅ401教室
【講 師】 政策創造学部　権南希准教授

政策創造学部

スタディ・アブロード説明会：留学へ向けて
【日 時】 4月3日（水）10：30～12：00
【場 所】 千里山キャンパス第1学舎5号館Ｅ501教室

新入生歓迎行事
【日 時】 4月4日（木）11：00～/13：30～
【場 所】 千里山キャンパス第1学舎5号館1階談話室

外国語学部

サークル紹介（新入生歓迎ステージ、ガイダンスブース）
【日 時】 4月3日（水）、4日（木）10：00～17：00
【場 所】 高槻キャンパス 中央広場モニュメント周辺、Ｂ棟Ｅ棟Ｓ棟

総合情報学部

東日本大震災が教えること ～キーワードから考える～
【日 時】 4月2日（火）15：00～16：30
【場 所】 高槻ミューズキャンパス西館ミューズホール
【講 師】 関西大学客員教授 ＮＨＫ解説主幹　山﨑登氏

社会安全学部

今を生きる
【日 時】 4月1日（月）入学式終了後
【場 所】 千里山キャンパス第1学舎2号館Ｂ202教室
【講 師】 関西大学客員教授 

NＰＯ法人日本ホスピタル・クラウン協会理事長　大棟耕介氏

人間健康学部

この薄い一枚が世界を変える!?
【日 時】 4月1日（月）15:30～17:00
【場 所】 千里山キャンパス中央体育館
【講 師】 システム理工学部　副学部長　田實佳郎教授

システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部

新入生を対象にオリエンテーション期間を設け、ガイダンスやサポート、講演会など、各学部において歓迎行事を準備。
積極的に参加しよう！
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関大トピックス

募集告知は、インフォメーションシステム「お知らせ」や学内掲示ポスターなどでお知らせ
しますので確認してください。

この時期、私が働いている教務センターにはたくさんの学生さんが相談に訪ね
てきて、それが、私の楽しみの一つでもあります。相談内容は実にさまざまですが、
中でも新入生の皆さんは「履修」に注意してください。大学は高校とは違い、自分で
時間割を組み立てます。皆さんにとってこれほど魅力的なことはないでしょう。ただ
しもちろんルールがあり、失敗すると卒業できなくなる、なんてこともあります。そ
うならないために、４月2日（火）、3日（水）に各学部で実施される履修ガイダンス（説

明会）を注意深く聞いてください。メモを取り、分からないことがあったら質問しま
しょう。また、すでにお持ちのHANDBOOK（青くて分厚い本）を読んで予習してお
けばより理解できます（私が学生の時分はHANDBOOKをバイブルのように持ち
歩き、読み込んだものです…）。
職員として、また一先輩として皆さんの手助けになれるよう、各種行事や窓口で

お会いできるのを心待ちにしています。

「この時期の楽しみ」　教務センター　大西航 さん

皆さんが入学式を迎えるころは、欧米の復活祭の時期に当たります。移動祭日であるため、毎年少し日にちがずれます（今年は3月31
日です）。キリストの復活を祝うのがこの祭りの目的ですが、一方で「うさぎ」や「卵」を使ったユニークな習俗も見られます。これらは、昔
から春がもたらす生命力の象徴でした。皆さんもまた、この春に関大生として生まれ変わります。自由で躍動感あふれる学生生活を楽し
んでください。（広報委員・文学部准教授　溝井裕一）

今月の表紙：河原舞さん（文4）、北野ことみさん（文4）、クリサノワ　サーシャさん（文4）、桑内かおりさん（文4）、小林ゆかさん（文4）、竹本悠子さん（文４）、天上育子さん（文4）、
中山亜利紗さん（文４）、久本恵さん（文４）、益原秀紀さん（文4）

編集後記

発行日：2013年3月29日（年9回発行）　発行：関西大学広報委員会　〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35　電話：06-6368-1121（大代表）

2013.4  Vol.422

【働く関大人】機械業界／技術者

みんなで一緒に考えよう。【関大誌上教室】

株式会社クボタ 戸松祐介さん
【なるほど・ザ・関大！】
関西大学 入学式の歴史

【今月のシンクさんアクトくん 関大生の友の輪】
社会学部4年次生 木下優新さん

2013年度 新任教員紹介 新入生のためのお役立ちマップ 関西大学キャンパスガイド2013

「専門導入ゼミⅡ
  （国際教育コース）」

【VIVA!学び場】政策創造学部

権 南希准教授

あなたは海外に
行ったことがありますか？

知って便利な関大情報
楽しく実り豊かな
関大ライフを送るために

2月26日、高槻キャンパスにおいてK棟
（情報演習棟）が竣工しました。「情報演習
棟」は、延床面積4,547.17平方メートル、鉄
筋コンクリート造り地上3階地下1階塔屋建
てで、演習室57室、個人研究室3室、多目的
室1室のほか、キャリアセンター高槻分室、
保健室、心理相談室、学生の作品・研究成果
などの展示スペースを設置しました。
演習室の充実によって、専門演習（3年

次）から卒業研究（4年次）へと、2年間一貫
した演習指導が可能になります。また、バス
停から最寄りの入り口となる北棟地下１階
には、展示スペース「ギャラリー」を設けまし
た。ここでは、総合情報学部生が演習・実習
において最新鋭のスタジオ設備やメディア
機器を駆使して制作した映像作品やデジタ
ルコンテンツを、150インチの大型スクリー
ンに投影することが可能です。
学部開設20年目の節目に竣工した「情報

演習棟」は、キャンパスの新しい顔として、総
合情報学部の今後の飛躍のシンボルにな
ることが期待されます。

高槻キャンパス情報演習棟竣工 コラボレーションコモンズ開設
4月1日、千里山キャンパスの凜風館1階

に、「コラボレーションコモンズ」をオープン
します。同施設は文部科学省の私立大学教
育研究活性化設備整備事業に、凜風館1階
の学生ラウンジをコラボレーションラウンジ
として開設する案が採択されたものです。こ
れまでに同事業で採択された「広がれ！学生
自立型ピア・コミュニティ～関西大学で育む
21世紀型学生気質～」「〈考え、表現し、発信
する力〉を培うライティング／キャリア支援」
といった教育GPやボランティアセンターな
ど、関西大学独自の取り組みを集結させ、学
生同士のコラボレーションを誘発し、学生の
考動力を育成することを目指しています。
施設内には、ライティングのアドバイスが
受けられる「ライティングエリア」や、留学生
との交流や留学に関する情報を入手できる
「グローバルエリア」を設置。他にも「ピアエ
リア」「ボランティアエリア」「ラーニングエリ
ア」「ICTエリア」「コラボレーションエリア」「コ
モンズラウンジ」など、課外活動や授業外学
習のさまざまな場面で役立つ施設が充実し
ています。

ピア・コミュニティ

【募集期間】随時
【応募方法】下記まで問い合わせ
【問い合わせ先】
ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp

【募集期間】体験入部募集4/1（月）～30日（火）
【応募方法】下記まで問い合わせ
【問い合わせ先】ATルーム
kaisers_kuat@yahoo.co.jp
06-6368-1111(内線4685) 
平日11:00～19:00

【募集期間】4月上旬～5月上旬
【応募方法】4月上旬にインフォメーション
　　　　　システムに募集案内を掲載
【問い合わせ先】
入試センター入試広報グループ
nyushikoho@ml.kandai.jp

【募集期間】随時
【応募方法】下記まで問い合わせ
【問い合わせ先】
ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp

ボランティアセンター学生スタッフ
「ボランティアセンター職員と共にセン
ターの運営事業に携わり、学生目線から学
生のボランティア参加のきっかけづくりを
行う」という理念の下活動する団体です。
私たちと一緒に、ボランティア活動の魅力
を伝えてみませんか？

アスレティックトレーナー（AT）

入試広報スタッフ
高校生・保護者の大学見学時の対応

（キャンパス案内など）、オープンキャンパ
ス実施運営、入試広報冊子への取材協力
などを通して、関西大学の魅力を受験生に
広報してみませんか？

他にも、関西大学では、学内のさまざまな所で学生が活躍しています。

関大の

●授業支援SA（スチューデントアシスタント）、SA、TA
●障がいのある学生に対する修学支援スタッフ
●キャリアセンター学生スタッフ
●学生広報スタッフ　など

学生スタッフなど募集のお知らせ

学生が学生を支援する「ピア・サポート
活動」を、教職員のバックアップの下実践
する小集団で、現在8つのコミュニティが
あります。活動を通して、企画力や実行力
を養い、そして仲間と一緒に何かを達成す
る喜びを感じてみませんか？

体育会所属選手に対するスポーツ傷害
の応急処置・テーピング・ストレッチ・リハ
ビリ補助を行い、各部の練習・試合でのサ
ポートもしています。4月17日（水）・25日
（木）18時から入部説明会を開催しますの
で、興味のある方はご連絡ください。

広報課では、『関大通信』の表紙を飾ってくれる関大生を募集しています。個人でも、グループ（ゼミ・サークル・クラブなど）でもOK！
興味のある人は、学籍番号・氏名・携帯番号を【tsushin@ml.kandai.jp】まで送信してください。表紙モデル大募集！！

表紙モデル
大募集！！

詳しくは裏表紙へ
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